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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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に
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
の
米

軍
に
も
「
風
俗
の
利
用
を
」

と
勧
め
る
感
覚
に
は
言
葉
を

失
う
▼
市
長
選
後
に
は
「
業

務
命
令
」
と
い
う
力
を
振
り

か
ざ
し
職
員
の
思
想
調
査
を

強
要
し
て
き
た
。
人
権
感
覚

と
か
人
間
性
と
か
が
欠
如
し

て
い
る
こ
の
人
物
を
代
表
と

す
る
維
新
の
会
の
支
持
率
は

急
降
下
し
て
い
る
▼
こ
う
し

た
勢
力
が
憲
法
９
条
改
悪
を

も
く
ろ
み
、
ま
ず
　
条
を
変
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え
よ
う
と
し
て
い
る
。
憲
法

は
、
こ
ん
な
為
政
者
が
好
き

勝
手
を
し
な
い
よ
う
に
３
分

の
２
の
ハ
ー
ド
ル
を
作
っ
て

い
る
▼
メ
デ
ィ
ア
も
橋
本
氏

の
主
張
、
見
苦
し
い
言
い
訳

を
た
れ
流
す
だ
け
で
な
く
、

「
何
が
問
題
な
の
か
」を
き
ち

ん
と
指
摘
、
報
道
し
て
こ
そ

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な

い
か
。

橋
下
維
新
の

会
共
同
代
表

の
「
従
軍
慰

安
婦
」
発
言

は
全
世
界
的

な
批
判
の
的

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉竜
の
守
り
に
注
意

す
る
。

（
　
分
で
二
段
）
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管運地すべ管運地すべりり、、プロパーが支えるのも限プロパーが支えるのも限界界
　
全
国
税
東
海
地
連
で
は
、

昨
年
管
理
運
営
職
員
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。（
機
関
紙
一
部
抜
粋
）

　
窓
口
の
相
談
内
容
は
、
個

人
・
資
産
・
源
泉
・
法
人
と

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
さ
は
ス

パ
コ
ン
並
み
？
　
で
ス
ト
レ

ス
の
大
き
さ
は
体
力
勝
負
の

事
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
局
が
「
順
調
に
い
っ
て

い
る
」
と
い
う
数
値
目
標
作

り
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る

中
、
数
回
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
体

得
と
な
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
の

リ
リ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
く
現
状
で
は
「
習

熟
度
５
」（
上
級
者
レ
ベ
ル
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
指
導
）
に
持
っ
て

い
く
こ
と
は
無
理
で
す
。

　
法
令
研
修
の
少
な
さ
は
、

根
拠
条
文
を
知
ら
ず
に
相

談
・
事
務
処
理
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

書
い
て
あ
る
こ
と
以
上
話
す

こ
と
は
困
難
で
す
。

　
確
定
申
告
相
談
が
終
わ
っ
て
も
、
4
月
以
降
も
管
理

運
営
部
門
の
繁
忙
期
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
期
間
中
も
東
京
局
の
あ
る
署
で
は
、
プ
ロ

パ
ー
、
要
員
、
応
援
不
足
か
ら
超
勤
が
４
・
４
・
１
・

４
・
１
時
間
と
な
っ
た
事
例
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
局
は
順
調
に
い
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
研
修

不
足
、
個
別
相
談
へ
の
対
応
、
超
勤
が
前
提
の
現
金
領

収
事
務
と
、
問
題
は
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
全
国
税
は
、
各
署
に
相
談
官
を
配
置
し
相
談
業
務
を

切
り
離
し
、
現
金
領
収
を
せ
め
て
　
時
締
切
り
と
す
る
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よ
う
要
求
し
ま
す
。

　
　（
管
理
運
営
編
）

北
か
ら
南
か
ら

　
当
局
は
現
場
の
声
を
聞
け

　
　
　
　
　
　（
東
海
地
連
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　
税
務
職
員
と
し
て
法
令
を

理
解
す
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ

ど
重
要
か
を
当
局
は
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
研
修
が
不
十
分

　
窓
口
相
談
の
た
め
の
研
修

に
つ
い
て
、
十
分
行
わ
れ
て

い
る
が
約
　
％
、
不
十
分
だ

１４

が
約
　
％
と
の
回
答
で
、
ま

５９

だ
ま
だ
研
修
は
不
十
分
で

す
。

管
運
に
な
じ
ま
な
い
事
務

　
窓
口
・
相
談
事
務
の
回
答

が
圧
倒
的
に
多
く
全
体
の
約

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
次
は
源
泉
事
務
）

　
一
般
相
談
と
個
別
相
談
の

区
分
け
が
難
く
、
課
税
部
門

で
対
応
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

※
コ
メ
ン
ト

　
課
税
内
部
も
要
員
不
足
の

状
態
で
、
各
署
に
相
談
官
を

配
置
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

管
理
運
営
職
員
の

　
　
削
減
反
対
、
増
員
と

　
　
　
　
定
員
見
直
し
を

　
関
信
局
で
は
９
１
３
人
で

始
ま
り
、　
年
３
月
の
定
員

２５

は
　
名
減
と
小
規
模
な
減
少

１０
に
留
め
て
い
ま
す
。

　
当
局
の
狙
い
は
、
内
部
事

務
要
員
を
大
幅
に
削
減
し
、

調
査
・
徴
収
に
定
員
を
振
り

向
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が

今
で
も
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
要

員
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
れ
て

は
職
員
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
  　
　
　
　（
関
信
地
連
）

一元化の弊害か？
地方税の差押を入力せず、納税者に還付（新潟支部）

○毎日新聞2013年4月24日地方版
　関東信越国税局は２３日、小千谷税務署が、南魚沼市など

２市１町から差し押さえられた昨年分の所得税還付金４４

件計約１３８万円を誤って納税者に支払っていたと発表し

た。還付を受けた納税者には謝罪した上で、返納の手続き

を依頼しているという。

　同局によると、還付金が地方自治体から差し押さえと

なった場合は、税務署は支払いの留保と支払先の変更の手

続きをするが、この手続きがされていなかった。

　今月１１日、還付金の交付通知を受けた納税者から「自治

体から差し押さえた旨の連絡があったが、還付されるの

か」という趣旨の電話があり、ミスが判明した。

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対

　
入
署
一
年
目
の
専
科
生
を

一
年
間
だ
け
管
理
運
営
部
門

へ
配
置
さ
せ
る
の
は
、
管
理

運
営
部
門
の
職
員
に
と
っ
て

も
、
配
属
さ
れ
る
専
科
生
に

と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
一

年
目
の
職
員
に
、
あ
れ
も
や

　
毎
日
８
時
半
前
か
ら
窓
口

受
付
・
現
金
領
収
機
等
の
設

定
や
、
当
日
担
当
へ
の
釣
銭

の
手
配
。
午
後
５
時
か
ら
は

現
金
領
収
機
等
の
締
め
作
業

で
時
間
外
処
理
が
毎
日
行
わ

れ
て
い
る
。
開
閉
庁
時
間
外

業
務
が
全
て
影
響
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　（
東
海
地
連
）

　
近
畿
地
連
は
昨
年
　
月
　

12

18

日
、
局
長
交
渉
で
、
管
理
運

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

「
引
き
続
き
管
理
運
営
で
仕

事
を
し
て
く
れ
」
と
言
う
の

は
筋
違
い
と
、
追
及
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
に
対
し
、
富
屋
局
長

は
、
個
別
の
面
談
等
で
要
望

を
聴
い
て
い
る
が
公
務
の
要

請
と
い
う
の
も
あ
る
。
今
後

も
最
大
限
の
配
慮
は
す
る
が

ご
理
解
願
い
た
い
と
、
回
答

し
ま
し
た
。

現
金
領
収
は
、せ
め
て
４
時
に
締
切
り
を

サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
ら
な
い
よ
う
手
当
て
を

の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

超
勤
ア
ン
ケ
ー
ト
で
生
々

し
い
実
態
が
明
ら
か
に

　
３
、
４
月
共
に
　
時
間
の

31

超
勤
実
績
に
対
し
て
支
給
は

な
ん
と
９
時
間
の
職
員
も
。

　
支
給
率
　
％
、
サ
ー
ビ
ス

２９

残
業
　
時
間
に
あ
ぜ
ん
。
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６
割
程
度
の
支
給
も
多
数

に
！
（
東
京
地
連
・
芝
分
会
）

専
科
生
の
一
律
配
置
は
 

　
　
見
直
せ
（
近
畿
地
連
）

営
部
門
へ
の
交
流
職
員
が
三

年
で
賦
課
部
門
へ
戻
れ
な

か
っ
た
事
に
つ
い
て
、
明
ら

か
な
約
束
違
反
で
あ
り
、
本

年
七
月
異
動
で
元
所
属
部
門

へ
配
置
換
え
す
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。
近
畿
地
連
は
、

三
年
間
と
い
う
話
で
本
人
は

頑
張
っ
て
き
た
。
当
局
が
約

束
を
守
ら
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
管
理
運
営
部
門
へ

の
希
望
者
が
い
な
く
な
る
。

三
年
で
仕
事
が
定
着
し
な

3
年
で
戻
れ
な
い
の
は
 

　
　
　
約
束
違
反
と
追
及
 

　
　
　
　
　（
近
畿
地
連
）

管
運
部
門
定
員
と
職
員
数（
定
員
・
職
員
数
に
は
統
括
官
を
含
む
）
地
連
機
関
紙
2
0
1
2
年
　
月
8
日
号

11

職員に責任転嫁せず、原因を究明せよ

れ
、
こ
れ
も
や
れ
で
は
仕
事

を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
調
査
部
門
な
ど
へ
翌
年
配

属
さ
れ
て
も
、
一
年
間
な
に

し
て
き
た
ん
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
相
談
事
務
は
管
理
運
営
部

門
の
事
務
か
ら
切
り
離
す
こ

と
に
よ
り
、「
た
ら
い
回
し
」

や
「
同
じ
話
を
何
回
も
さ
せ

る
な
」
な
ど
の
苦
情
発
生
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
法
的
な
裏
付
け
を

持
っ
た
理
論
研
修
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ

は
向
き
ま
せ
ん
。
内
部
事
務

一
元
化
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
も
、
局
集
合
研
修
を
充
実

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

　
長
官
は
内
部
事
務
一
元
化
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
実
態
は
違
い

ま
す
。
内
部
事
務
の
合
理
化
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
人
員
削
減
を
進
め
た
ら

諸
々
の
問
題
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

小
規
模
署
ほ
ど
切
実

　
旧
管
理
部
門
の
2
倍
と
当

初
は
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
導

入
以
前
の
定
数
は
1
5
0
人

で
す
か
ら
、
2
8
5
人
で
は

実
現
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
　
特
に
、
小
規
模
署
は

1
・
5
倍
と
い
う
状
態

で
、
休
め
ば
仕
事
が
山

積
み
に
な
り
休
暇
も
取

れ
な
い
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
増
員

と
定
員
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。

　
　
　（
北
海
道
地
連
）

職員数の変遷定員配置
職員録より導入当初導入前

　24年　23年　22年
　18　14　14　14　  6 札幌中
　27　27　28　27　13 札幌北
　28　29　31　28　14 札幌南
　26　26　28　26　12 札幌西
　21　19　21　20　  9 札幌東
　18　20　20　20　10 函館
　  6　  6　  6　  6　  4 小樽　
  　8  　9　10　10　  4 旭川中
　13　14　14　12　  6 旭川東
  　9　10　  9　  9　  5 室蘭
　12　12　12　12　  6 釧路
　17　17　17　17　  9 帯広
  　7　  7  　7  　7　  4 北見
  　9  　9  　9  　9　  5 岩見沢
  　6　  6  　7  　6  　4 網走
  　3  　3　  3  　3  　2 留萌
　11　11　11　11  　5 苫小牧
　  5  　5  　5  　5  　3 稚内
  　4  　4  　4  　4  　3 紋別
  　4  　4  　5  　4  　3 名寄
  　5  　5  　5  　5  　3 根室
  　5  　5  　5  　5  　3 滝川
  　3  　3  　3  　3  　2 深川
  　3  　3  　3  　3  　2 富良野
  　3  　3  　3  　3  　2 八雲
  　3  　3  　3  　3  　2  江差
  　4  　4  　4  　4  　3 倶知安
  　3  　3  　3  　3  　2 余市
  　3  　3  　3  　3  　2 浦河
  　3  　3  　3  　3  　2 池田
　285　287　296　285　150
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踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　「
財
務
共
済
」（
３
月
発

行
）
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、

今
年
４
月
か
ら
短
期
掛
金

率
及
び
介
護
掛
金
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
短
期
掛
金

率
引
き
上
げ
で
、
平
均
月

額
報
酬
　
万
円
の
人
は
、

44

年
間
１
万
８
５
３
円
の
負

担
増
に
な
り
ま
す
。
給
与

特
例
法
の
施
行
に
よ
る
掛

金
・
負
担
金
収
入
の
減
少

に
よ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　「
給
与
が
下
が
っ
て
掛
金

上
が
る
と
は
…
…
。
結
婚

手
当
金
も
８
万
円
か
ら
平

成
　
年
度
は
４
万
円
の
減

25
額
。　
年
度
か
ら
廃
止
に

26

な
る
。
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た

り
や
な
ぁ
～
。
給
与
が
元

に
戻
っ
た
ら
、
掛
金
下
げ

て
く
れ
る
ん
か
い
な
ぁ
～
」

と
は
、
職
員
の
声
。

東
京
地
連
機
関
紙
 

　「
よ
り
み
ち
」
よ
り

「
調
子
ど
う
？
」
あ
ん
た
が

聞
く
ま
で
絶
好
調
（『
女
子

会
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
）
▼

仕
事
帰
り
に
寄
っ
た
本
屋

で
目
に
と
ま
り
、
あ
ま
り

の
面
白
さ
に
即
決
で
買
っ

た
▼
居
る
の
な
ら
と
っ
て

く
だ
さ
い
そ
の
電
話
。「
常

識
よ
！
」
言
っ
て
い
る
あ

な
た
が
非
常
識
。
ス
ト
レ

ス
は
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
あ

な
た
な
の
…
…
こ
の
作
品

な
ど
は
我
が
職
場
で
も
よ

く
起
き
て
い
る
光
景
か
も

▼
相
手
の
話
や
態
度
に
ム

カ
ッ
と
し
た
時
、
そ
の
場

で
言
い
い
た
い
衝
動
を
呑

み
こ
み
見
事
川
柳
に
昇
華

さ
せ
て
い
る
▼
こ
の
川
柳

に
あ
る
言
葉
を
、
そ
の
場

で
言
っ
て
み
た
い
と
一
瞬

思
っ
た
。
だ
が
、
仕
事
が

増
え
ミ
ス
す
る
な
と
言
わ

れ
余
裕
な
く
仕
事
を
し
て

い
る
状
況
で
は
受
け
と
め

て
は
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

▼
嫌
な
上
司
に
「
調
子
ど

う
？
」
と
聞
か
れ
「
あ
ん

た
が
聞
く
ま
で
絶
好
調
」

と
言
っ
た
ら
職
揚
が
凍
る

か
も
。
川
柳
な
ら
傑
作
な

の
に
…
（
ダ
ン
カ
イ
）

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
に
＝
一
方
的
配
転

の
見
直
し
急
務

【
北
海
道
地
連
】

　
少
子
・
高
齢
化
社
会
の

進
行
、
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
確
立
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
、

女
性
が
安
心
し
て
働
き
や

す
い
社
会
環
境
づ
く
り
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

税
職
員
の
場
合
、
異
動
期

が
七
月
で
す
か
ら
保
育
所

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。
児
童
福
祉
法

第
　
条
に
、
市
町
村
は
保

24
護
者
か
ら
入
所
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
と
き
は
子
ど

も
を
保
育
所
で
保
育
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
都
市

部
を
中
心
に
待
機
児
童
が

増
加
し
、
途
中
入
園
を
困

難
に
し
て
い
ま
す
。

　
道
内
の
待
機
児
童
は
平

成
　
年
５
３
２
名
が
　
年

20

24

に
は
１
０
７
５
名
に
倍
増

し
ま
し
た
。（
中
略
）
保
育

所
問
題
も
原
因
の
一
つ
で

す
が
、
一
方
的
な
配
転
制

度
で
は
「
育
児
」
と
「
働

く
こ
と
」
の
両
立
を
困
難

に
さ
せ
て
い
ま
す
。
札
幌

局
で
は
女
性
職
員
の
キ
ャ

リ
ア
を
尊
重
し
、
早
急
に

一
方
的
配
転
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
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徴
収
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を

◆
徴
収
職
員
の
声
◆

職
員
監
視
シ
ス
テ
ム
だ

★
徴
収
課
は
シ
ス
テ
ム
の
今

後
に
つ
い
て
、
①
Ｋ
Ｓ
Ｋ
か

ら
の
移
行
分
は
租
税
滞
納
額

と
一
致
さ
せ
た
の
で
、
②
従

事
事
務
入
力
で
出
張
時
間
や

回
数
な
ど
を
記
録
し
、
③
カ

レ
ン
ダ
ー
機
能
で
差
押
、
誓

約
、
履
行
を
入
力
さ
せ
監
視

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

★
局
員
が
長
期
累
積
事
案
の

指
導
に
来
る
が
、
事
案
内
容

を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
シ
ス

テ
ム
で
事
前
に
分
か
る
か
ら

で
、「
職
員
監
視
」
シ
ス
テ
ム

た
る
ゆ
え
ん
だ
。

ペ
ー
パ
ー
ロ・
ス・
だ

★
パ
ソ
コ
ン
上
で
や
れ
と

な
っ
て
い
る
が
不
安
で
紙
に

打
ち
出
し
て
お
り
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
は
な
っ
て
い
な

い
。

★
確
認
の
た
め
の
サ
ン
プ
ル

印
刷
で
大
量
の
紙
出
力
が
必

要
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ら
ぬ

ペ
ー
パ
ー
ロ
ス
だ
。

ワ
ー
プ
ロ
以
下
の
 

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
だ

★
配
当
計
算
書
と
か
は
Ｃ
Ｓ

Ｖ
で
作
れ
と
言
う
け
ど
、

ワ
ー
プ
ロ
と
同
じ
で
い
ち
い

ち
入
力
せ
な
あ
か
ん
。

★
継
続
債
権
受
入
れ
は
毎
月

入
力
。
時
間
が
か
か
っ
て
効

　
徴
収
シ
ス
テ
ム
は
い
ま
だ
に
不
具
合
が
多
く
、
事
務
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
、「
出
だ
し
が
不
幸
な
シ
ス
テ
ム
」
を
押
し
付
け
た
国
税
庁
に
あ
り
、

「
慣
れ
れ
ば
い
い
」、「
意
見
を
言
っ
て
も
ら
え
ば
改
善
す
る
」
と
自
ら
言
う
中
途

半
端
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
、
国
税
庁
の
責
任
は
重
大
で
す
。

率
が
悪
い
。

★
シ
ス
テ
ム
で
入
力
し
て

も
、
配
当
計
算
に
反
映
さ
れ

な
い
。

★
相
続
放
棄
は
、
手
直
し
入

力
し
て
い
る
。

使
い
勝
手
と
効
率
が
悪
い

★
不
具
合
な
の
か
、
入
力
誤

り
な
の
か
わ
か
ら
ず
悶
々
と

す
る
中
、
目
指
す
帳
票
出
力

が
で
き
な
い
。
他
に
す
る
こ

と
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
難
関

を
乗
り
越
え
な
い
と
次
に
進

め
な
い
。

★
納
税
者
と
応
対
す
る
た
め

に
面
接
資
料
を
出
力
す
る
が

時
間
が
か
か
る
。
面
接
場
所

に
モ
ニ
タ
ー
で
も
お
い
て
も

ら
わ
な
い
と
過
去
の
記
録
が

見
ら
れ
な
い
。

★
住
民
票
交
付
シ
ス
テ
ム

は
、
以
前
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ

て
い
た
シ
ス
テ
ム
の
方
が
優

れ
て
い
る
。

（
コ
メ
ン
ト
）
東
京
局
で
は

「
照
会
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」

の
開
発
を
は
じ
め
た
そ
う
で

す
。
　
す
ぐ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム

は
全
国
展
開
し
て
ほ
し
い
。

職
員
負
担
が
増
加

★
出
張
し
て
差
押
、
翌
日
入

力
し
て
、
審
理
と
決
裁
を
受

け
る
と
決
裁
日
が
２
日
後
に

な
る
。

　
法
律
も
知
ら
ん
の
か
。

★
「
滞
納
処
分
の
理
由
付
記
」

が
必
要
に
な
り
、
担
当
者
・

導
入
し
た
国
税
庁
の
責
任
は
重
大

第第8844回メーデ回メーデーー
5
月
1
日

中
央
メ
ー
デ
ー
（
代
々
木
公
園
）

に
2
万
1
千
人
参
加

　
全
労
連
な
ど
で
つ
く
る
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
は
５
月

１
日
、
東
京
・
代
々
木
公
園
で
中
央
メ
ー
デ
ー
式
典
を
行

い
、
全
国
各
地
で
も
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

換
え
が
可
能
に

な
る
仕
組
み
が

狙
わ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、

「
解
雇
自
由
化

や
労
働
力
の
流

動
化
を
許
さ

ず
、
働
く
ル
ー

ル
を
確
立
す
る

た
め
に
労
働
組

合
は
社
会
的
役

割
を
発
揮
し
よ

う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

審
理
担
当
者
の
事
務
量
が
増

加
し
、
労
働
強
化
に
な
っ
て

い
る
。

庁
が
や
る
べ
き
事

★
徴
収
職
員
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
今
後
の
シ
ス
テ

ム
改
修
予
算
の
確
保
を
要
求

し
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
、憲
法
9
条
と

非
核
三
原
則
の
輝
く
日
本
へ

　
5
月
6
日
、「
原
水
爆
禁

止
国
民
平
和
大
行
進
―
東
京

―
広
島
コ
ー
ス
」
の
出
発
集

会
が
東
京
・
夢
の
島
公
園
で

開
催
さ
れ
、
千
二
百
人
が
参

加
し
、
広
島
へ
向
け
て
　
日
90

間
に
わ
た
る
行
進
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海

道
礼
文
島
か
ら
も
「
北
海
道

―
礼
文
コ
ー
ス
」
が
出
発
し

ま
し
た
。
全
国
税
東
京
地
連

か
ら
O
B
を
含
め
た
　
名
が

16

参
加
す
る
な
ど
初
夏
を
思
わ

せ
る
日
差
し
と
時
折
吹
き
つ

け
る
強
風
の
中
、
元
気
に
港

区
芝
公
園
ま
で
歩
き
と
お
し

ま
し
た
。
二
日
目
に
も
3
名

が
参
加
し
、
川
崎
市
役
所
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
安
倍
政
権
が

狙
う
「
解
雇
を
し
や
す
く
す

る
労
働
の
規
制
緩
和
」
に
反

対
す
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
安
定
し
た
雇
用
と
社
会

保
障
の
拡
充
に
向
け
、
夏
の

参
議
院
選
挙
で
「
政
治
を
転

換
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
　
あ
い
さ
つ
し
た
全
労
連
の

大
黒
作
治
議
長
は
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
「
新
成
長
戦
略
」
の
労

働
規
制
の
緩
和
に
触
れ
、

「
働
く
者
を
犠
牲
に
し
た
戦

略
だ
。
地
域
・
職
種
限
定
と

い
う
新
た
な
有
期
社
員
を
増

や
し
、
非
正
規
雇
用
の
置
き

労働規制緩和許さず、参院選で政治転換めざそう

渋谷周辺をデモ行進し、アピールする全国税の隊列。

原水爆禁止国民平和大行進2013スタート

　
５
月
１
日
、
第
　
回
埼
玉

８４

中
央
メ
ー
デ
ー
が
北
浦
和
公

園
で
2
千
名
の
参
加
者
（
組

合
員
は
8
名
）
が
集
ま
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
働
く
も
の
の
団
結
で
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と

民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を

め
ざ
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
た
集
会
後
、
埼
玉
県
庁

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
国
公
の
仲
間
た

ち
で
交
流
会
を
開
き
、
賃
下

げ
違
憲
訴
訟
の
原
告
4
名
が

4
月
　
日
の
裁
判
の
報
告

11

と
、
決
意
表
明
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙

埼玉中央メーデーに2000名の参加者

夢
の
島
を
ス
タ
ー
ト
す
る
東
京
地
連
の
組
合
員

参
加
し
た
関
信
地
連
組
合
員

宛
姐
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